
(1) 第84号 令和７年９月１日拓北・あいの里

最
後
に
乾
杯
の
挨
拶
に
立
た

れ
た
高
橋
地
域
振
興
課
長
の
乾

杯
の
ご
発
声
に
よ
り
、
参
加
者

一
同
熱
い
思
い
で
杯
を
上
げ
、

宴
を
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

議
事
終
了
後
、
大
坂
副
会
長

か
ら
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
の
近

年
の
活
動
に
つ
い
て
説
明
が
あ

り
、
総
会
を
終
了
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
多
目
的
ホ
ー
ル

で
、
永
年
役
員
表
彰
に
続
き
交

流
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

連
町
関
係
者
に
加
え
、
各
界

か
ら
計
72
名
の
皆
さ
ま
が
参

加
、
佐
藤
北
区
長
の
御
来
賓
挨

拶
、
田
村
市
民
部
長
の
祝
杯
で

祝
宴
に
移
り
ま
し
た
。

爽
や
か
な
５
月
の
夜
、
ビ
ー

ル
サ
ー
バ
ー
は
大
好
評
で
、
各

団
体
代
表
の
テ
ー
ブ
ル
ス
ピ
ー

チ
も
あ
り
、
参
加
さ
れ
た
皆
さ

ま
の
和
気
あ
い
あ
い
の
交
流
の

場
と
な
り
ま
し
た
。

告
・
監
査
報
告
に
続
き
、
長
尾

会
長
か
ら
連
町
会
費
と
し
て
単

町
が
納
め
て
い
る
１
世
帯
当
た

り
１
３
０
円
の
経
緯
の
説
明
が

あ
り
、
３
報
告
は
拍
手
で
承
認

さ
れ
ま
し
た
。　
　

連
町
創
立
30
周
年
記
念
事
業

を
含
む
本
年
度
事
業
計
画
案
・

予
算
案
、
連
町
個
人
情
報
取
扱

規
約
案
の
３
議
案
は
拍
手
で
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

連
町
活
動
の
広
報
を
含
め
た

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
展
開
に
質
問
が
あ

り
、
事
業
部
長
が
現
状
と
方
向

性
に
つ
い
て
回
答
し
ま
し
た
。

５
月
17
日
（
土
）
に
地
区
セ

ン
タ
ー
集
会
室
で
総
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

総
会
は
午
後
2
時
か
ら
委
任

状
を
含
む
町
内
会
代
表
と
連
町

役
員
の
計
64
名
の
参
加
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

冒
頭
、
長
尾
会
長
か
ら
忌
憚

の
無
い
意
見
に
よ
り
2
年
任
期

の
締
め
の
年
を
進
め
て
い
き
た

い
旨
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
議
長
に
あ
い
の
里

4
条
6
丁
目
町
内
会
の
今
島
会

長
を
選
任
し
て
審
議
に
移
り
、

前
年
度
事
業
報
告
・
決
算
報

広　報

題字　長　尾　由紀子

交流会の様子

の
り
を
振
り
返
り
、
周
年
行
事

を
新
年
交
礼
会
と
併
せ
て
、
拳

行
の
予
定
を
し
て
居
り
ま
す
。

ま
た
気
持
ち
を
新
た
に
、
次
の

時
代
に
向
か
っ
て
「
防
災
」

「
防
犯
」「
福
祉
」
に
強
い
安

全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
を
、

地
域
の
皆
さ
ん
と
共
に
、
取
り

組
ん
で
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
年
５
月
、
顧
問
の
伊
藤
昭

さ
ま
ご
夫
婦
が
10
日
の
間
に
、

続
い
て
ご
逝
去
さ
れ
驚
き
と
悲

し
み
で
、
ま
だ
戸
惑
っ
て
居
り

ま
す
。

伊
藤
顧
問
は
穏
や
か
な
明
る

い
方
で
、
特
に
達
筆
な
特
技
を

持
ち
賞
状
や
横
断
幕
を
、
一
手

に
引
き
受
け
て
く
だ
さ
り
大
助

か
り
で
し
た
。
心
よ
り
感
謝
を

申
し
上
げ
ご
冥
福
を
お
祈
り
い

た
し
ま
す
。

予
測
不
能
な
お
別
れ
を
経
験

微
力
な
私
で
す
が
、
皆
さ
ま

の
お
力
添
え
を
頂
き
ま
し
て
、

会
長
職
、
２
期
目
の
折
り
返
し

点
を
迎
え
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

今
年
度
は
私
共
に
取
り
ま
し

て
、
特
別
の
年
度
で
有
り
、
記

念
す
べ
き
30
周
年
を
迎
え
ま

す
。諸

先
輩
の
ご
苦
労
さ
れ
た
道

し
、
皆
さ
ん
と
お
会
い
で
き
る

日
々
に
感
謝
し
「
人
と
緑
が
調

和
す
る
や
さ
し
く
支
え
合
う
ま

ち

拓
北
・
あ
い
の
里
」
を
イ

メ
ー
ジ
フ
レ
ー
ズ
と
し
、
小
さ

な
子
か
ら
高
齢
者
ま
で
障
が
い

が
有
る
人
も
無
い
人
も
、
安

全
・
安
心
に
暮
ら
せ
る
街
を
目

指
し
て
、
誠
心
誠
意
取
り
組
ん

で
参
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

地
域
の
大
勢
の
皆
さ
ま
の

益
々
の
お
力
添
え
を
、
何
卒
宜

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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出
会
い
、
ふ
れ
あ
い
、
地
域
の
愛

皆
さ
ん
と
会
え
る
日
々
に
感
謝

拓
北･

あ
い
の
里
連
合
町
内
会
会
長

長
尾
由
紀
子

令
和
七
年
度

拓
北
・
あ
い
の
里
連
合
町
内
会

　
　
　
　
総
会
及
び
交
流
会
の
開
催



第84号 (2)令和７年９月１日 拓北・あいの里

令
和
７
年
度
各
部
事
業
計
画

１
．
基
本
方
針

  

ま
ち
づ
く
り
の
イ
メ
ー
ジ
フ

レ
ー
ズ
「
人
と
緑
が
調
和
す
る

や
さ
し
く

支
え
合
う
ま
ち

拓
北
・
あ
い
の
里
」
の
熟
成
を
め

ざ
し
た
活
動
を
推
進
す
る
。

①
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り

に
努
め
る
。
②
各
町
内
会
・
自

治
会
と
の
情
報
交
流
に
努
め

る
。
③
地
域
諸
団
体
と
の
連
携

を
保
ち
、
行
事
等
に
も
協
力
す

る
よ
う
努
め
る
。
④
北
区
土
木

セ
ン
タ
ー
・
除
雪
セ
ン
タ
ー
と

の
連
携
を
密
に
し
、
冬
期
間
の

安
全
安
心
な
環
境
保
持
に
努

め
る
。
⑤
ま
ち
づ
く
り
委
員
会

は
、
地
域
の
諸
課
題
の
把
握
に

努
め
、
関
係
機
関
等
と
の
連
携

を
図
っ
て
解
決
に
努
め
る
。

２
．
連
町
創
立
30
周
年
記
念
事

業
の
実
施

①
令
和
８
年
１
月
７
日
（
水
）
に

記
念
式
典
と
祝
賀
会
を
行
う
。

②
「
愛
み
つ
め
て
翔
く
」
の

タ
イ
ト
ル
で
記
念
誌
を
発
行
す

る
。

３
．
各
部
事
業
計
画
の
概
要

総
務
部

①
会
議
等
の
企
画
運

営
に
あ
た
り
各
部
と
の
連
絡
調

整
を
図
り
、
諸
事
業
の
推
進
を

図
る
。
②
各
町
内
会
と
連
携
を

図
り
、
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く

り
に
努
め
る
。
③
役
員
会
、
単

位
町
内
会
長
会
議
等
諸
会
議
の

充
実
に
努
め
る
。
④
地
域
の
諸

課
題
を
把
握
し
、
ま
ち
づ
く
り

委
員
会
・
各
町
内
会
な
ど
と
連

携
し
て
そ
の
解
決
に
努
め
る
。

⑤
適
時
的
確
な
除
排
雪
の
た

め
、
北
区
土
木
セ
ン
タ
ー
・
除
雪

セ
ン
タ
ー
と
の
連
携
に
努
め
る
。

会
計
部

①
事
業
計
画
に
基
づ

き
、
予
算
の
適
切
で
厳
正
な
執

行
と
管
理
に
努
め
る
。

事
業
部  

①
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
連
町
活

動
の
周
知
及
び
活
性
化
へ
の
展

開
を
企
画
・
推
進
す
る
。
②
他
の

専
門
部
に
属
さ
な
い
行
事
・
会

議
等
の
特
命
事
項
を
企
画
・
推

進
す
る
。

広
報
部  

①
広
報
誌
「
拓
北
・
あ

い
の
里
」
を
年
２
回
発
行
し
、
地

域
情
報
の
提
供
に
努
め
る
。

社
会
福
祉
部  

①
子
ど
も
か
ら

高
齢
者
ま
で
誰
で
も
参
加
で
き

る
体
育
的
行
事
を
実
施
し
、
交

流
と
健
康
の
維
持
・
増
進
に
努

め
る
。「
み
ん
な
で
歩
こ
う
会
」

を
企
画
・
実
施
す
る
。
②
地
域

の
福
祉
関
連
活
動
団
体
と
の
情

報
共
有
を
図
る
と
と
も
に
、
福

祉
に
関
す
る
諸
行
事
の
推
進
に

努
め
る
。
福
祉
見
守
り
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
研
修
会
「
認
知
症
対
応

事
例
検
討
会
」
の
企
画
・
実
施

に
努
め
る
。

環
境
部  

①
ご
み
減
量
に
役
立

つ
情
報
発
信
を
行
う
。
②
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
地
域
公
園
の

環
境
整
備
を
行
う
。
③
地
域
樹

林
計
画
の
推
進
に
努
め
る
。

防
災
部  

①
ブ
ロ
ッ
ク
単
位
の

防
災
訓
練
実
施
に
伴
う
助
成
を

行
う
。
②
防
災
通
信
を
発
行
す

る
。
③
防
災
組
織
未
結
成
町
内

会
に
対
す
る
防
災
組
織
結
成
支

援
を
行
う
。

防
犯
交
通
部  

①
防
犯
部
会
の

定
期
的
な
開
催
を
進
め
る
。
②

拓
北
・
あ
い
の
里
防
犯
ひ
ま
わ

り
隊
と
の
協
力
連
携
に
努
め

る
。
③
犯
罪
発
生
状
況
の
情
報

収
集
と
地
域
住
民
へ
の
防
犯
啓

発
活
動
を
推
進
す
る
。
④
関
係

諸
団
体
と
交
流
を
図
り
街
頭

啓
発
を
実
施
し
、
子
ど
も
と
高

齢
者
の
交
通
安
全
確
保
に
努
め

る
。
⑤
各
町
内
会
に
交
通
安
全

旗
を
配
布
し
、
交
通
安
全
意
識

の
高
揚
に
努
め
る
。

厚
生
部  

①
各
種
検
診
や
研
修

会
を
実
施
し
、
地
域
住
民
の
健

康
管
理
と
疾
病
予
防
に
努
め

る
。
②
各
種
募
金
活
動
の
協
力

に
努
め
る
。

５
月
17
日
の
連
合
町
内
会
総

会
の
終
了
後
に
、
佐
藤
北
区
長

の
ご
臨
席
の
も
の
、
長
き
に
わ

た
っ
て
町
内
会
の
役
員
を
務
め

ら
れ
、
地
域
の
発
展
に
寄
与
さ

れ
た
方
々
の
功
労
を
た
た
え
、

表
彰
式
を
行
い
ま
し
た
。

今
年
度
の
該
当
者
は
７
名
。

そ
れ
ぞ
れ
佐
藤
北
区
長
・
長
尾

会
長
か
ら
表
彰
状
と
記
念
品
が

授
与
さ
れ
ま
し
た
。

会
場
の
皆
さ
ん
か
ら
大
き
な

拍
手
で
祝
福
さ
れ
、
受
賞
者
全

員
で
記
念
撮
影
を
行
い
ま
し

た
。

〈
受
賞
さ
れ
た
方
々
〉

◇
市
長
表
彰

藤
井

弘
志

氏

三
谷

英
男

氏

◇
区
長
表
彰

下
舘

繁
良

氏

武
田
喜
市
郎

氏

本
間

哲
也

氏

佐
藤

信
幸

氏

◇
連
町
会
長
表
彰

小
野

爵
冝

氏

北区長による表彰状授与

受賞者全員で記念撮影

永
年
役
員
表
彰

７
名
の
方
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た　
　



(3) 第84号 令和７年９月１日拓北・あいの里

科　　目 前年度決算額 本年度予算額 増 　 減 摘　　　　　要

前 年 度 繰 越 金 3,605,134 3,889,673 284,539

会　　　　　　費 1,509,040 1,474,330 △ 34,710 49町内会11,341世帯×130円

助 成 金 ・ 交 付 金 5,790,480 5,673,580 △ 116,900

連合町内会助成金 1,482,960 1,450,920 △ 32,040 均等割　 90,000円　世帯割　1,360,920円

単位町内会助成金 3,974,080 3,882,660 △ 91,420 基準割　934,000円　世帯割　2,948,660円

特別事業助成金 250,000 250,000 0 まちづくり活動（広報・防災）ほか

日 赤 等 助 成 金 83,440 90,000 6,560 日赤、健康を守る集い活動費ほか

雑　　 収 　　入 125,232 102,417 △ 22,815

広 　  告  　 料 100,000 100,000 0 広報誌広告協賛金

そ 　  の  　 他 25,232 2,417 △ 22,815 預金利息ほか

収 　 入 　 合 　 計 11,029,886 11,140,000 110,114

令和７年度　一般会計予算書

【収入の部】 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円)

科　　目 前年度決算額 本年度予算額 増 　 減 摘　　　　　要

会 議 費 187,858 200,000 12,142 市、区、外部団体、諸会議費ほか

事 務 管 理 費 161,710 200,000 38,290 コピー保守、封筒、切手、用紙ほか

渉 外 費 369,612 400,000 30,388 各種団体総会、行事、会議ほか

事 業 費 1,672,660 3,940,000 2,267,340

役 員 活 動 費 355,000 350,000 △ 5,000 連町役員活動費

総 務 部 活 動 費 167,896 200,000 32,104 総会、交流会、諸会議室使用料、通信費ほか

事 業 部 活 動 費 14,324 2,080,000 2,065,676 30周年記念事業・ICT事業事務経費ほか

広 報 部 活 動 費 699,182 730,000 30,818 広報誌年２回発行ほか

社会福祉部活動費 41,603 50,000 8,397 福祉活動（社協・民児協等との連携)ほか

環 境 部 活 動 費 25,014 50,000 24,986 クリーンさっぽろ研修会・樹木検討委員会活動費

防 災 部 活 動 費 156,020 200,000 43,980 防災訓練、研修会ほか

防犯交通部活動費 181,141 200,000 18,859 防犯交通活動費ほか

厚 生 部 活 動 費 32,480 80,000 47,520 健康増進及び各種募金活動ほか

まちづくり等対策費 8,008 30,000 21,992 まちづくり対策費ほか

慶 弔 費 0 50,000 50,000 香典・お見舞いほか

助 成 金 ・ 協 賛 金 541,000 550,000 9,000 地域諸団体助成金・協賛金ほか

単位町内会助成金 3,974,080 3,882,660 △ 91,420 基準割　934,000円　世帯割　2,948,660円

負 担 金 202,255 250,000 47,745 防火委員会、防犯協会、道町連年会費ほか

雑 費 23,030 5,000 △ 18,030 振込手数料ほか

予 備 費 0 1,632,340 1,632,340

支 出 合 計 7,140,213 11,140,000 3,999,787

次 期 繰 越 金 3,889,673 0

総 計 11,029,886 11,140,000 110,114

【支出の部】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　（単位：円)

自　令和７年４月１日
至　令和８年３月31日



第84号 (4)令和７年９月１日 拓北・あいの里

顧　
　
　

問　
　

松
井

正
彦
（
あ
い
の
里
東
公
園
）

相

談

役　
　

近
藤

幸
一
（
ひ
ま
わ
り
団
地
南
）

会　
　
　

長　
　

長
尾
由
紀
子
（
あ
い
の
里
Ｃ
ス
テ
ー
ジ
）

副

会

長　
　

大
坂　
　

登
（
ひ
ま
わ
り
団
地
中
央
）

副

会

長　
　

木
村　
　

聡
（
ク
リ
ー
ン
リ
バ
ー
あ
い
の
里
Ａ
ス
テ
ー
ジ
）

　
　
　
　
　
　
　

三
谷

英
男
（
ひ
ま
わ
り
団
地
西
）

総
務
部
長　
　

柴
田　
　

登
（
あ
い
の
里
２
条
４
丁
目
）

会
計
部
長　
　

佐
藤　
　

清
（
あ
い
の
里
３
条
７
丁
目
）

事
業
部
長　
　

佐
藤

信
幸
（
あ
い
の
里
３
条
10
丁
目
）

社
会
福
祉
部
長

下
舘

繁
良
（
拓
北
パ
レ
ス
）

環
境
部
長　
　

増
田　
　

弘
（
南
あ
い
の
里
）

防
災
部
長　
　

新
田

義
廣
（
拓
北
１
条
）

防
犯
交
通
部
長

小
野

爵
冝
（
あ
い
の
里
１
条
３
丁
目
）

厚
生
部
長　
　

住
友

節
子
（
あ
い
の
里
２
条
３
丁
目
）

厚
生
部
副
部
長

中
野

裕
子
（
あ
い
の
里
４
条
５
丁
目
）

監　
　
　

事　
　

五
十
嵐
淳
一
（
あ
い
の
里
エ
ス
パ
シ
オ
）

監　
　
　

事　
　

安
藤

昭
一
（
拓
北
は
ま
な
す
）

拓
北･

あ
い
の
里

　
　
　
連
合
町
内
会
役
員

副

会

長

兼
広
報
部
長

坂
東

忠
幸　
　
　

本
村
第
二

木
村　
　

哲　
　
　

こ
ぶ
し

新
田

義
廣　
　
　

拓
北
１
条　
　
　
　
　
　

防
災
部
長

金
森

大
介　
　
　

拓
北
ミ
ズ
ナ
ラ

永
田

隆
一　
　
　

グ
リ
ン
ピ
ア
篠
路
北
団
地

下
舘

繁
良　
　
　

拓
北
パ
レ
ス　
　
　

社
会
福
祉
部
長

武
田
喜
市
郎　
　
　

拓
北
大
野
地

宍
戸

憲
二　
　
　

拓
北
ナ
ナ
カ
マ
ド

真
鍋

俊
彦　
　
　

ひ
ま
わ
り
団
地
東

三
谷

英
男　
　
　

ひ
ま
わ
り
団
地
西　
　
　
　

副
会
長

大
坂　
　

登　
　
　

ひ
ま
わ
り
団
地
中
央　
　
　

副
会
長

三
浦　
　

紀
（
新
）
ひ
ま
わ
り
団
地
南

前
田

繁
博　
　
　

ひ
ま
わ
り
団
地
北

菊
池

健
一　
　
　

興
産
社　
　
　
　
　
　
　
　
　

安
藤

昭
一　
　
　

拓
北
は
ま
な
す　
　
　
　
　
　

監
事

清
水

房
江
（
新
）
市
営
住
宅
拓
北
団
地

後
藤

秋
正　
　
　

あ
い
の
里
す
ぎ
の
こ　
　
　
　

川
口

陽
平
（
新
）
あ
い
の
里
ピ
ア
プ
レ
イ
ス

加
藤　
　

学
（
新
）
あ
い
の
里
１
条
３
丁
目

長
岡

正
一　
　
　

あ
い
の
里
１
条
４
丁
目　
　
　

高
倉　
　

司
（
新
）
あ
い
の
里
２
条
２
丁
目

藤
木

達
夫　
　
　

あ
い
の
里
２
条
３
丁
目

柴
田　
　

登　
　
　

あ
い
の
里
２
条
４
丁
目

総
務
部
長

堀
田

孝
徳
（
新
）
あ
い
の
里
３
条
２
丁
目

岡
崎

達
也
（
新
）
あ
い
の
里
西

窪
田　
　

静
（
新
）
あ
い
の
里
３
条
４
丁
目

鈴
木
日
出
夫　
　
　

あ
い
の
里
４
条
２
丁
目　
　
　

畠
山

勝
美　
　
　

あ
い
の
里
４
条
３
丁
目

伊
澤
真
奈
美　
　
　

あ
い
の
里
４
条
４
丁
目

藤
井

弘
志　
　
　

山
口　
　
　
　
　
　

山
下

柳
子
（
新
）
あ
い
の
里
Ｃ
ス
テ
ー
ジ　
　
　
　

浅
沼

由
成
（
新
）
コ
ロ
ナ
ー
ド
あ
い
の
里

小
野
田
陽
子　
　
　

コ
ロ
ナ
ー
ド
あ
い
の
里
Ⅱ

木
村　
　

聡　
　
　

ク
リ
ー
ン
リ
バ
ー
あ
い
の
里
Ａ
ス
テ
ー
ジ

副
会
長

本
間

哲
也　
　
　

ク
リ
ー
ン
リ
バ
ー
あ
い
の
里
Ｂ
ス
テ
ー
ジ

五
十
嵐
淳
一　
　
　

あ
い
の
里
エ
ス
パ
シ
オ　
　
　
　
　
　
　

監
事

阿
部

将
之
（
新
）
あ
い
の
里
３
条
５
丁
目

渡
邉　
　

寛　
　
　

あ
い
の
里
４
条
５
丁
目　
　
　
　
　

今
島　
　

昭　
　
　

あ
い
の
里
４
条
６
丁
目

相
良

陽
子　
　
　

中
銀
あ
い
の
里

石
井　
　

薫
（
新
）
あ
い
の
里
２
条
５
丁
目

小
川
翔
太
郎
（
新
）
あ
い
の
里
３
―
６
ハ
ー
モ
ネ
ー
ト
タ
ウ
ン

伊
藤

将
行
（
新
）
あ
い
の
里
１
条
７
丁
目

石
川　
　

実
（
新
）
あ
い
の
里
中
央

勝
毛

孝
志　
　
　

あ
い
の
里
東

佐
藤

信
幸　
　
　

あ
い
の
里
３
条
10
丁
目　
　
　
　
　

事
業
部
長

高
岡

尚
司　
　
　

福
移

増
田　
　

弘　
　
　

南
あ
い
の
里　
　
　
　
　
　
　
　
　

環
境
部
長

佐
藤　
　

清　
　
　

あ
い
の
里
３
条
７
丁
目　
　
　
　
　

会
計
部
長

○
は
ブ
ロ
ッ
ク
名
で
す

（
令
和
７
年
７
月
１
日
現
在
）

令
和
７
年
度

①②③

④⑤

拓
北･

あ
い
の
里
連
町
単
位
町
内
会
長
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第
一
回
単
位
町
内
会
長
会
議

が
7
月
19
日︵

土︶

午
後
２
時
か

ら
地
区
セ
ン
タ
ー
多
目
的
ホ
ー

ル
に
お
い
て
29
町
内
会
33
名
の

参
加
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

長
尾
会
長
か
ら
の
挨
拶
の

後
、
高
齢
者
等
相
談
支
援
機
関

の
北
区
第
２
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
拓
北
・
あ
い
の
里
支
所
、

障
が
い
者
相
談
支
援
事
業
者
相

談
室
ぽ
ぷ
ら
、
介
護
予
防
セ
ン

タ
ー
茨
戸
の
代
表
か
ら
事
業
紹

介
と
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

木
村
副
会
長
か
ら
の
連
町
創

立
30
周
年
記
念
事
業
の
進
捗
状

況
報
告
に
続
き
各
部
か
ら
活
動

計
画
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

【
各
部
等
か
ら
の
報
告
内
容
】

総
務
部

①
除
排
雪
に
関
す
る
意
見
要
望

の
提
出
依
頼

②
福
祉
除
雪
説
明
会
の
開
催
及

び
福
祉
除
雪
協
力
員
募
集
の

協
力
依
頼

③
町
内
会
向
け
個
人
情
報
取
扱

規
約
例
の
紹
介

④
今
後
の
会
議
・
行
事
等
日
程

広
報
部

①
今
年
度
の
編
集
委
員
会
構
成

②
今
年
度
の
広
報
誌
発
行
計
画

社
会
福
祉
部

①
「
み
ん
な
で
歩
こ
う
会
」
の

予
定
及
び
内
容
紹
介

環
境
部

①
今
年
度
の
樹
林
整
備
計
画

②
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
公
園

の
設
備
整
備
計
画

防
犯
交
通
部

①
北
署
・
あ
い
の
里
交
番
管
内

犯
罪
及
び
交
通
事
故
発
生
状

況
②
「
防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
・
く
ら
し
の
安
全
対
策
ハ

ン
ド
ブ
ッ
ク
」
の
紹
介

ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

①
７
月
２
日
開
催
の
雪
対
策
審

議
会
の
資
料
提
供

単
位
町
内
会
長
会
議
は
以
上

で
閉
会
し
、
参
加
町
内
会
長
の

う
ち
、
「
札
幌
市
65
歳
以
上
世

帯
名
簿
」
取
扱
研
修
未
受
講
の

10
名
の
会
長
を
対
象
に
、
２
階

福
ま
ち
で
、
北
区
社
協
の
当
地

区
担
当
職
員
池
田
舞
奈
氏
に
よ

る
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

区
社
協
の
佐
藤
事
務
局
長
、

佐
竹
同
次
長
、
長
尾
連
町
会
長
、

柴
田
総
務
部
長
が
立
ち
会
い
、

参
加
会
長
か
ら
研
修
の
意
義
等

の
質
問
も
あ
り
、
共
通
の
理
解

を
深
め
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

平
成
8
年
４
月
に
「
拓
北
・

あ
い
の
里
連
合
町
内
会
」
を
創

立
し
30
周
年
の
節
目
の
年
を
迎

え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
皆

様
と
こ
の
記
念
す
べ
き
節
目
を

祝
い
、
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く

り
に
向
け
て
更
な
る
一
歩
を
踏

み
出
す
こ
と
を
目
的
と
し
、
昨

年
７
月
に
連
町
役
員
と
地
区
の

有
志
や
歴
史
に
詳
し
い
方
な
ど

25
名
か
ら
な
る
実
行
委
員
会
を

発
足
し
ま
し
た
。

基
本
テ
ー
マ
を
「
30
年
の
足

跡
を
確
か
め
、
さ
ら
に
翔
（
は

ば
た
）
く
た
め
の
途
を
拓
く
」

と
し
、
ま
た
記
念
誌
名
を
10
周

年
の
「
愛

み
つ
め
て
拓
く
」

か
ら
「
愛

み
つ
め
て
翔
く
」

と
変
革
し
、
意
義
あ
る
記
念
事

業
の
準
備
を
進
め
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

事
業
の
内
容
は
①
式
典
・
祝

賀
会
②
記
念
誌
の
発
行
等
を
考

え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

①
式
典
・
祝
賀
会
は
、
令
和
８

年
１
月
７
日
（
水
）
18
時
か
ら

各
種
団
体
、
個
人
に
ご
協
賛
を

お
願
い
申
し
上
げ
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

（
問
合
せ
先

拓
北
・
あ
い
の

里
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

７
７
８
︱
２
３
５
５
）

式
典
開
始
し
そ
の
後
別
室
に
て

祝
賀
会
を
開
催
す
る
予
定
で

す
。
具
体
的
な
式
典
・
祝
賀
会

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
現
在
計
画
中

で
す
。
個
人
負
担
費
用
は
１
名

様
７
、
０
０
０
円
と
な
り
ま
す

が
、
個
人
の
出

席
申
込
も
可
能

で
す
。

②
記
念
誌
の
発

行
は
、
30
年
の

歴
史
、
地
元
住

民
か
ら
の
寄

稿
、
町
内
会
・

各
種
団
体
か
ら

の
寄
稿
、
小
中

学
生
か
ら
の
寄

稿
、
地
元
有
志

に
よ
る
座
談
会

の
様
子
等
々
を

掲
載
予
定
で

す
。こ

れ
ら
記
念

事
業
の
趣
旨
を

ご
理
解
の
う

え
、
町
内
会
、

拓
北
・
あ
い
の
里
連
合
町
内
会

　
　

創
立
30
周
年
記
念
事
業
の

　
　
　
　
　
　
こ
れ
ま
で
の
経
緯
（
報
告
）

創立30周年記念座談会の様子（R7.6.26）

令
和
七
年
度

第
一
回
単
位
町
内
会
長
会
議
開
催
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今
年
度
の
樹
林
整
備
計
画

　
　
　
　
　
　
施
業
結
果

今
年
度
は
次
の
地
区
を
選
定

し
施
業
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

︻
２
０
２
５
年
度
施
業
地
区
︼

・
茨
戸
福
移
通

あ
い
の
里
１
条
４
～
６
丁
目

（
６
月
中
旬
～
）

・
あ
い
の
里
循
環
通
①

あ
い
の
里
２
条
～
４
条
１
～

２
丁
目
（
秋
頃
予
定
）

・
あ
い
の
里
循
環
通
②

あ
い
の
里
２
条
～
３
条
６
～

７
丁
目
（
秋
頃
予
定
）

本
樹
林
整
備
計
画
は
、
２
月

の
単
位
町
内
会
長
会
議
で
お
知

ら
せ
し
た
と
お
り
、
当
初
の
10

年
計
画
を
１
年
前
倒
し
で
、

２
０
２
７
年
度
に
完
了
す
る
見

込
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

２
０
１
６
年
度
か
ら
取
り
組

ん
で
き
た
樹
林
の
維
持
管
理
計

画
で
す
が
、
当
初
は
風
倒
木
に

な
り
や
す
い
パ
ラ
ソ
ル
ア
カ
シ

ア
の
扱
い
を
土
木
セ
ン
タ
ー
に

相
談
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
あ
い
の

北
海
道
医
療
大
学
は
、
学
生

の
確
保
な
ど
経
営
上
の
理
由
に

よ
り
２
０
２
８
年
度
末
ま
で
に

北
広
島
市
へ
の
移
転
を
目
指
し

て
お
り
、
同
大
学
病
院
及
び
包

括
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
は

現
時
点
で
は
具
体
的
な
方
針
は

決
定
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

連
合
町
内
会
と
し
て
は
、
こ

れ
ま
で
の
大
学
側
の
説
明
や
少

子
化
な
ど
の
状
況
を
踏
ま
え
る

と
、
大
学
の
移
転
は
や
む
を
得

な
い
も
の
の
、
大
学
病
院
や
地

域
包
括
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
は
こ
の

地
域
に
と
っ
て
不
可
欠
な
施
設

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
両
施
設
の

機
能
の
維
持
・
継
続
を
求
め
る

要
望
書
を
地
区
社
会
福
祉
協
議

会
会
長
、
地
区
民
生
委
員
・
児

童
委
員
協
議
会
会
長
と
の
連
名

で
昨
年
８
月
に
大
学
に
提
出
し

て
お
り
ま
す
。

現
在
大
学
は
２
０
２
６
年
３

月
を
目
安
と
し
て
対
応
を
検
討

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
連

合
町
内
会
と
し
て
も
適
宜
同
大

学
と
情
報
共
有
や
意
見
交
換
を

行
っ
て
い
く
予
定
で
す
。

「
北
海
道
医
療
大
学
」

移
転
の
状
況
に
つ
い
て

里
地
域
の
当
初
開
発
計
画
で

は
、
段
階
的
に
間
引
き
を
す
る

方
向
で
進
め
る
計
画
だ
っ
た

も
の
が
、
森
林
保
護
の
機
運
が

世
の
中
で
高
ま
り
、
「
伐
採
＝

悪
」
と
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
こ
と
か
ら
、
段
階
的
な
整
備

計
画
は
頓
挫
し
て
し
ま
い
ま
し

た
。結

果
と
し
て
密
集
し
た
部
分

は
大
き
く
成
長
し
た
部
分
や
、

大
き
く
成
長
し
た
部
分
が
多
く

な
り
、
落
ち
葉
に
よ
る
生
活
環

境
の
悪
化
、
苦
情
の
増
加
に
も

つ
な
が
っ
て
い
き
ま
し
た
。

一
方
で
、
樹
を
守
る
べ
き
増

や
す
べ
き
と
の
意
見
も
あ
り
ま

し
た
が
、
後
者
は
マ
ン
シ
ョ
ン

住
ま
い
で
実
害
の
な
い
住
民
で

あ
っ
た
た
め
、
こ
れ
ま
で
の
整

備
で
は
困
っ
て
い
る
住
民
の
意

見
を
優
先
さ
せ
て
き
た
と
こ
ろ

で
す
。

こ
の
経
過
を
改
め
て
な
ぞ
っ

て
み
る
と
「
適
切
な
管
理
」
が

い
か
に
大
事
で
あ
る
か
感
じ
る

と
こ
ろ
で
す
。

計
画
完
了
後
は
維
持
管
理

フ
ェ
ー
ズ
に
入
り
ま
す
が
、
地

域
で
も
で
き
る
事
は
や
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

４
月
に
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

所
長
に
着
任
し
た
佐
々
木
で
す
。

早
い
も
の
で
着
任
５
か
月
が

経
ち
ま
し
た
が
、
地
域
の
皆
さ
ま

に
は
い
つ
も
大
変
お
世
話
に
な
っ

て
お
り
ま
す
。
特
に
今
年
は
国

勢
調
査
を
は
じ
め
地
域
の
皆
さ

ま
の
お
力
を
借
り
る
機
会
が
多

く
、
大
変
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

さ
て
、
私
は
新
琴
似
在
住
で

毎
朝
Ｊ
Ｒ
を
使
っ
て
通
勤
し
て

い
ま
す
が
、
車
窓
か
ら
見
え
る
景

色
、
特
に
伏
籠
川
を
越
え
た
直

後
の
自
然
豊
か
な
景
色
に
い
つ
も

癒
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ま
ち
セ
ン
に
着
け
ば
親

切
で
穏
や
か
な
方
が
多
く
、
街

並
み
も
き
れ
い
で
す
し
、
大
変
魅

力
的
で
住
み
良
い
地
域
だ
と
日
々

ち
ょ
っ
と
感
動
し
て
お
り
ま
す
。

こ
ん
な
素
敵
な
拓
北
・
あ
い
の

里
地
区
は
町
内
会
を
は
じ
め
、こ

れ
ま
で
地
域
に
関
わ
っ
て
き
た
団

体
・
皆
さ
ま
が
創
り
上
げ
て
き
た

も
の
で
す
し
、
そ
の
一
員
に
な
れ

た
こ
と
を
大
変
嬉
し
く
思
っ
て
お

り
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

あ
い
の
里
の
樹
木
を

安
全
・
安
心
な
も
の
に

（
環
境
部
樹
木
検
討
委
員
会
）

着
任
ご
挨
拶

ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
所
長

　
　
　
　
　
　

佐
々
木
俊
晃
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今
年
度
の
総
会
は
他
行
事
と

の
日
程
調
整
に
よ
り
７
月
５
日

の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

総
会
に
は
、
10
の
町
内
会
か

ら
17
名
の
参
加
が
あ
り
、
報
告

事
項
・
議
案
事
項
と
も
に
承

認
・
賛
成
多
数
で
全
て
原
案
通

り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
７
年
度
に
お
い
て
も
、

・
連
町
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
拓

北
部
会
と
の
連
携
・
協
調

・
安
全
な
地
域
づ
く
り
と
相
互

理
解
の
促
進

等
、
今
年
度
も
重
点
的
に
取
り

組
む
と
と
も
に
、
各
町
内
会

︵

自
治
会
）
間
で
活
動
の
情
報

交
流
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
く

こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
度
も
、
本
会
の
基
本
方

針
﹃
地
域
町
内
会
相
互
の
連
携

と
協
調
及
び
安
心
と
活
力
あ
る

暮
ら
し
を
支
え
る
地
域
づ
く
り

の
推
進
﹄
に
努
め
て
い
き
た
い

と
考
え
ま
す
。

︽
役
員
体
制
︾

会　
　

長

大
坂

登

留
任

副
会
長

安
藤
昭
一

留
任

事
務
局
長

三
谷
英
男

留
任

事
務
局
次
長

下
舘
繁
良

留
任

会　
　

計

真
鍋
俊
彦

留
任

監　
　

査

新
田
義
廣

留
任

令
和
７
年
度
あ
い
の
里
地
区
町

内
会
長
連
絡
協
議
会
定
期
総
会

が
６
月
29
日
午
後
６
時
か
ら
拓

北
・
あ
い
の
里
地
区
セ
ン
タ
ー
２

階
集
会
室
で
会
員
33
町
内
会
中
、

出
席
20
町
内
会（
委
任
状
提
出

11
町
内
会
）で
開
か
れ
ま
し
た
。

全
体
の
流
れ
で
は
、
６
年
度

の
活
動
及
び
決
算
報
告
並
び
に

７
年
度
の
計
画
及
び
予
算
案
に

つ
い
て
、
活
動
の
活
性
化
に
伴

う
効
果
的
な
予
算
執
行
を
求
め

る
意
見
が
あ
り
、
活
動
計
画
に

反
映
さ
せ
る
こ
と
で
６
年
度
報

告
・
７
年
度
計
画
案
は
そ
れ
ぞ

れ
全
員
の
拍
手
で
承
認
・
賛
成

さ
れ
ま
し
た
。

新
役
員
体
制
は
次
の
通
り
。

会　
　

長

渡
邉　
　

寛

副
会
長

佐
藤　
　

清

〃　
　

木
村　
　

聡

事
務
局
長

柴
田　
　

登

事
務
局
次
長
兼
会
計
担
当

　
　
　
　
　

鈴
木
日
出
夫

会
計
監
査

増
田　
　

弘

〃　
　

伊
澤
真
奈
美

総
会
終
了
後
、
長
尾
連
町
会

長
、
佐
々
木
ま
ち
づ
く
り
セ
ン

タ
ー
所
長
を
交
え
、
意
見
交
換

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

６
月
18
日
（
水
）
札
幌
サ
ン

プ
ラ
ザ
金
枝
の
間
に
て
令
和
6

年
度
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
実
績

者
表
彰
が
札
幌
市
環
境
局
清
掃

事
業
担
当
部
長
の
沼
田
様
を
お

迎
え
し
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

長
年
に
わ
た
り
地
域
の
環
境

美
化
、
環
境
衛
生
、
ご
み
の
減

量
、
リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進
に
積

極
的
か
つ
継
続
的
に
尽
力
さ
れ

て
い
る
方
々
の
長
年
の
功
績
を

た
た
え
る
と
と
も
に
「
ク
リ
ー

ン
さ
っ
ぽ
ろ
」
の
実
現
に
向
け

た
意
識
の
高
揚
を
図
る
た
め
に

実
践
し
て
き
た
個
人
3
名
の

方
々
に
表
彰
状
と
記
念
品
が
授

与
さ
れ
ま
し
た
。

表
彰
式
の
後
、
令
和
７
年
度

定
例
総
会
が
開
催
さ
れ
、
報
告

事
項
、
審
議
事
項
と
も
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

そ
の
後
推
進
員
研
修
会
で

「
次
世
代
に
つ
な
ぐ
地
球
環

境
」
の
テ
ー
マ
で
札
幌
市
環
境

保
全
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
石
塚
祐

江
様
に
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。緑

の
地
球
を
次
世
代
に
つ
な

ぐ
た
め
に
は
暮
ら
し

の
中
で
一
人
ひ
と
り

が
３
Ｒ
（
リ
サ
イ
ク

ル
・
リ
デ
ュ
ー
ス
・

リ
ユ
ー
ス
）
を
心
掛

け
て
実
行
す
る
こ

と
、
一
人
の
１
０
０

点
よ
り
１
０
０
人
が

60
点
の
取
り
組
み
を

継
続
し
て
い
く
こ
と

が
大
事
で
あ
る
と
い

う
内
容
で
し
た
。

定期総会の様子

〇
連
町
・
地
区
セ
ン
タ
ー
共
催

み
ん
な
で
歩
こ
う
会

今
年
度
も
「
２
０
２
５
み
ん

な
で
歩
こ
う
会
」
を
社
会
福
祉

部
が
企
画
し
、
連
町
、
地
区
セ

ン
タ
ー
共
催
で
準
備
を
進
め

て
い
ま
す
。
日
時
は
９
月
６
日

（
土
）
９
時
よ
り
、
あ
い
の
里
緑

道
と
せ
せ
ら
ぎ
沿
緑
道
の
約
4

㎞
を
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
し
ま
す
。

今
年
は
早
く
か
ら
気
温
が
上

が
っ
て
い
ま
す
が
、
夏
が
ひ
と

段
落
す
る
こ
の
時
期
に
み
な
さ

ん
で
歩
き
ま
せ
ん
か
。
知
ら
な

か
っ
た
あ
い
の
里
が
見
つ
か
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

多
く
の
み
な
さ
ん
の
ご
参
加

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

拓
北
地
域
町
内
会
連
絡
協
議
会

今
年
度
総
会
は
７
月
開
催

北
区
ク
リ
ー
ン
さ
っ
ぽ
ろ

令
和
７
年
度
定
期
総
会
及
び

令
和
６
年
度
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
実
績
者
表
彰

連
町
行
事
の
お
知
ら
せ2024みんなで歩こう会の様子

あ
い
の
里
町
内
会
長
連
絡
協
議
会

令
和
７
年
度
の
活
動
に
つ
い
て
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９
月
7
日
（
日︶

、
文
化

フ
ェ
ス
タ
・
ス
テ
ー
ジ
発
表

会
・
こ
ど
も
縁
日
を
開
催
し
ま

す
。
今
年
は
サ
ー
ク
ル
活
動
の

発
表
や
、
あ
い
の
里
東
中
学
校

合
唱
部
の
合
唱
や
北
海
道
教
育

大
学
札
幌
校
の
藍
＆
Ｍ
Ｏ
Ｅ

ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
の
よ
さ
こ

い
演
舞
が
予
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
作
品
展
示
会
は
９
月

26
日
（
金
）
か
ら
28
日
（
日
）

の
3
日
間
開
催
さ
れ
ま
す
。
ど

ち
ら
も
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

印
刷

旭
プ
リ
ン
ト
株
式
会
社

電
話

〇
一
一
―
六
六
六
―
四
〇
四
〇

☆
広
報
「
拓
北
・
あ
い
の
里
」
第

84
号
を
お
届
け
し
ま
す
。

☆
来
年
「
創
立
30
周
年
」
を
迎
え

る
連
町
で
す
が
、
記
念
事
業
の
成

功
を
期
し
て
取
り
組
み
が
勢
力
的

に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
会
員
の
皆

さ
ま
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
い
た

だ
き
「
多
く
の
成
果
を
残
し
終
了

を
！
」
と
願
っ
て
い
ま
す
。

☆
「
あ
い
の
里
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
」

「
拓
北
盆
ま
つ
り
」
等
々
、
大
変
お

疲
れ
さ
ま
で
し
た
。
「
子
ど
も
た

ち
に
喜
ん
で
も
ら
え
て
よ
か
っ
た

ね
」
。
そ
ん
な
声
で
満
ち
溢
れ
て
い

る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

☆
広
報
誌
は
今
年
度
も
９
月
と
３

月
の
発
行
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

編
集
委
員
５
名
が
一
致
協
力
し
、

拓
北
・
あ
い
の
里
地
域
の
情
報
発

信
に
力
を
注
い
で
ま
い
り
ま
す
。

引
き
続
き
の
ご
愛
読
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

■
編
集
委
員
■

三
谷

英
男
︵
広
報
部
長
︶

木
村　
　

聡

中
野

裕
子

佐
々
木
俊
晃

吉
野

治
美

6
月
6
日
か
ら
毎
週
金
曜
日

全
４
回
、
サ
ー
ク
ル
釉
の
会
の

下
田
先
生
を
お
招
き
し
、
金
属

と
ガ
ラ
ス
で
作
る
焼
物
の
一
種

で
あ
る
日
本
の
伝
統
工
芸
、
七

宝
焼
講
座
を
開
催
し
ま
し
た
。

七
宝
焼
は
鮮
や
か
な
色
合
い

と
、
釉
薬
を
焼
成
さ
せ
る
こ
と

で
生
ま
れ
る
表
面
の
エ
ナ
メ
ル

質
の
煌
び
や
か
さ
が
魅
力
的

な
工
芸
で
、
受
講
者
は
お
も
い

お
も
い
の
色
を
組
み
合
わ
せ
て

ペ
ン
ダ
ン
ト
ト
ッ
プ
や
ブ
ロ
ー

チ
を
完
成
さ
せ
る
こ
と
が
で
き

た
よ
う
で
す
。
ま
た
受
講
者
同

士
、
ア
ク
セ
サ
リ
ー
を
作
成
す

る
過
程
で
雑
談
を
交
え
る
な
ど

互
い
に
交
流
を
図
り
、
最
終
回

を
迎
え
る
こ
ろ
に
は
打
ち
解
け

あ
い
、
受
講
者
全
員
が
、
講
師

の
運
営
す
る
サ
ー
ク
ル
に
加
入

し
ま
し
た
。
現
在
も
七
宝
焼
の

技
術
を
磨
き
な
が
ら
、
仲
間
同

士
楽
し
く
活
動
し
て
い
ま
す
。

令
和
7
年
10
月
１
日
か
ら
11

月
９
日
ま
で
、
地
区
セ
ン
タ
ー

は
、
エ
ア
コ
ン
更
新
工
事
に
伴

い
休
館
し
、
貸
室
お
よ
び
図
書

室
の
利
用
を
停
止
し
ま
す
。
な

お
、
地
区
セ
ン
タ
ー
事
務
室
の

み
開
室
し
、
貸
室
の
予
約
や
講

座
の
受
付
を
行
い
ま
す
。
ま

た
、
地
区
セ
ン
タ
ー
内
の
拓

北
・
あ
い
の
里
ま
ち
づ
く
り
セ

ン
タ
ー
は
、
通
常
通
り
開
室
し

て
い
ま
す
。

第
28
回

　
　

文
化
フ
ェ
ス
タ

第
28
回

　
　

文
化
フ
ェ
ス
タ

●
講
座
紹
介

は
じ
め
て
の

七
宝
焼
講
座

編

集

後

記

編

集

後

記

訃
報

５
月
30
日

伊
藤

昭
（
連
町
顧
問
）

謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た

し
ま
す
。

＊
拓
北
・
あ
い
の
里
地
区
セ
ン
タ
ー
か
ら
＊

拓
北
・
あ
い
の
里

地
区
セ
ン
タ
ー
の

一
時
休
館
に
つ
い
て




